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5 月号特集
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5 . 非凝固因子治療薬の開発と臨床応用……………………………奈良県立医科大学小児科准教授　　野上　恵嗣

6 . 遺伝子治療の現状と展望………………………自治医科大学医学部生化学講座病態生化学部門　　平本　貴史

7 . 血友病関節症の診断と治療…………………東京大学医科学研究所附属病院関節外科診療科長　　竹谷　英之

8 . 保因者診療の重要性……………………………国立病院機構大阪医療センター感染症内科医長　　西田　恭治
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血友病診療の新たな展開

　　　　　今年も花粉症のつらい季節がやって来た。
私事ではあるが当方も「季節性アレルギー

性結膜炎」と呼ばれる花粉症持ちで，目薬が欠かせ
ない。連日眼をしょぼつかせてパソコンを操作する。
花粉症によって集中力が途切れ，仕事や勉学の効率
が悪くなる方々も多いだろう。日本の社会・経済的
損失も多大かと思われる。
　戦後，森林資源の増大や回復を目的に大量の植樹
が行われ，約30年以上の時を経て花粉をまき散らす
までにスギやヒノキが成長したが，輸入材の増加や

木造住宅の減少のため木材価格が下がり，伐採が進
まなくなったことも影響しているとのこと。
　ところで，異物（花粉）に対して異常に強い免疫反
応を起こす人が花粉症になることを考えると，巷
で「免疫を高める！」と銘打つ食品や健康本も，健
康のためだといって鵜呑みにすべきではないことが
わかる。免疫力が弱すぎると感染症にかかりやすく，
強すぎるとアレルギー疾患・自己免疫疾患にかかり
やすくなると，一般の人は理解しておくべきである。
物事の理想は「中庸」と実感する。� （H）
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